
　

１
月
19
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
15
名
の
子
供
た
ち
は
、
細
長
い
風

船
を
ね
じ
っ
た
り
、
形
を
整
え
て
犬
を
作
っ
た

り
、
大
き
な
風
船
人
形
を
作
っ
た
り
し
て
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
、
今
別
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員

会
（
境
谷
毬
子
会
長
）
が
、
多
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
向
上
発
展
に
尽

く
し
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
し
た
と
し

て
青
森
県
知
事
よ
り
表
彰
状
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
普
及

や
、
栄
養
・
食
生
活
改
善
に
関
す
る
講
習
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
今
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が

１
月
17
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
賞
は
、
全
国
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞
に
お

い
て
３
年
連
続
県
代
表
と
な
り
、
２
０
１
１
年
総
務
大

臣
賞
に
輝
い
た
今
別
小
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

文
化
奨
励
賞
、
児
童
・
生
徒
文
化
賞
で
は
、
作
文
や

書
写
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
小
学
生
５
名
の
ほ
か
、

英
語
弁
論
で
活
躍
し
た
中
学
生
１
名
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
で
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
陸
上
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
活
躍
し
た
高
校
生
３
名
、
中
学
生
２

名
、
一
般
か
ら
は
障
害
者
水
泳
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
２

名
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
賞
で

は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
、
小
学
生
２
名
と
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
で
活
躍
し
た
荒
馬
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
相
内
利
男
教
育
委
員
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
小
鹿
町
長
が
「
皆
様
に
は
、

今
後
も
町
の
リ
ー
ダ
ー
、
他
の
模
範
と
し
て
一
層
の
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
て
田
中
楓
さ
ん
（
今
別
中
３
年
）
は

「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
の
振
興
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

【スポーツ賞】　
　☆相内　紀貴（一般）
　　第12回全国障害者スポーツ大会「ぎふ清流大会」
　　　○水泳競技の肢体不自由者男子25ｍ　第２位
　　　○水泳競技の肢体不自由者男子50ｍ　第４位
　☆藤田　　剛（一般）
　　東北シニアバドミントン競技大会　男子40～44歳　第２位
　　青森県シニアバドミントン選手権大会　40歳以上男子ダブルス　第３位
　　青森市民バドミントン大会　一般男子ダブルス　第３位
　☆最上茉莉菜（黒石高３年）
　　青森県高等学校総合体育大会フェンシング競技　フルーレ・団体　優勝
　☆澤田　朱里（黒石高２年）
　　秋季青森県高等学校フェンシング選手権大会　フルーレ・エペ個人　優勝
　☆川村　修平（青森高２年）
　　青森県秋季陸上選手権大会　男子3,000ｍ障害　第３位
　☆田中　　楓（今別中３年）
　　ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　　第26回全国都道府県対抗中学バレーボール大会　全国大会出場
　☆川村　紘平（今別中２年）
　　第22回東北少年フェンシング大会　中学校男子の部　第３位

【少年スポーツ賞】
　☆田中　　純（今別小４年）
　　第22回東北少年フェンシング大会　小学校３・４年の部　準優勝
　☆藤田あさひ（今別小４年）
　　東北小学生バドミントン大会　女子ダブルス４年生以下　ベスト８
　　青森県小学生バドミントン選手権大会　女子ダブルス４年生以下　第３位
　☆荒馬っ子スポーツ少年団（今別小学校）
　　第８回東青地区ミニバスケットボール春季大会　ベスト８
　　第34回外ヶ浜地区防犯少年球技大会（ミニバスケットボール）　優勝
　　平成24年度青森市スポーツ少年団ミニバスケットボール大会　ベスト８

【文　化　賞】　� （敬称略）　
　☆今別小学校
　　「全国小学校ホームページ大賞（Ｊ－ＫＩＤＳ大賞）」
　　　○第８回Ｊ－ＫＩＤＳ大賞2010　県代表
　　　○第９回Ｊ－ＫＩＤＳ大賞2011　県代表　ベスト８
　　　○第９回Ｊ－ＫＩＤＳ大賞2011　総務大臣賞　受賞
　　　○第10回Ｊ－ＫＩＤＳ大賞2012　県代表

【文化奨励賞】
　☆木村　莉子（今別小１年）
　　「農業ふれあい教室」作文・かべ新聞コンクール　最優秀賞
　☆太田　和吹（今別小５年）
　　「農業ふれあい教室」作文・かべ新聞コンクール　優秀賞
　☆小鹿　海成（今別小３年）
　　日本海事広報協会　ジュニア・マリン賞　佳作

【児童・生徒文化賞】
　☆田中　　楓（今別中３年）
　　第51回東津軽郡中学校英語弁論大会　創作の部　第１位
　☆田邉　　楓（今別小６年）
　　青森県小・中学校書写紙上展　小学校の部（東青地区）奨励賞
　☆畑田真友香（今別小５年）
　　青森県小・中学校書写紙上展　小学校の部（東青地区）奨励賞

�
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○今別町文化・スポーツ賞�…１
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2015年度北海道新幹線「奥津軽（仮称）駅」開業！

代表して表彰を受けた境谷会長

バルーンアートって
楽しいな♪

今
別
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
が

�

知
事
表
彰
を
受
け
る

功績をたたえ今別町文化賞・スポーツ賞授与



　

今
別
中
学
校
で
は
、
平
成
24
・
25

年
度
の
２
年
間
「
伝
統
文
化
に
関
す

る
教
育
を
取
り
入
れ
た
学
校
の
モ
デ

ル
校
」
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
別
中
学
校
で
は
、
以
前
か
ら
学

校
や
町
の
行
事
の
際
に
生
徒
が
荒
馬

を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動

は
本
格
的
で
、
毎
年
、
今
別
荒
馬
保

存
会
か
ら
定
期
的
に
指
導
を
受
け
て

お
り
、
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
組
が

評
価
さ
れ
、
全
国
の
中
学
校
の
な
か

で
唯
一
今
別
中
学
校
だ
け
が
モ
デ
ル

校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
別
中
学
校
の
高

坂
校
長
は
「
地
域
の
伝
統
芸
能
「
荒

馬
」
へ
の
取
組
を
通
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
生
徒
の
豊
か
な
心
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
12
月
に
開
会
さ
れ

た
今
別
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
今
別
町
選
挙
管
理
委
員
が

選
出
さ
れ
、
1
月
10
日
組
織
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
は
、
上
山
等
氏

（
65
歳
・
大
川
平
）
が
選
ば
れ
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
中
島
陸

奥
男
氏
（
70
歳
・
山
崎
）、
委

員
に
畑
井
敏
彦
氏
（
65
歳
・

西
田
）、
長
島
三
千
次
氏
（
65

歳
・
奥
平
部
）
の
両
氏
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
24
年
12
月
13
日

か
ら
平
成
28
年
12
月
12
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

２
月
18
日
、
第
27
回
今
別
町
ふ
れ
あ

い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
今
別
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
や
か
も

め
共
同
作
業
所
、
今
別
中
１
・
２
年
生

な
ど
が
参
加
し
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
や

ボ
ー
ル
送
り
リ
レ
ー
な
ど
８
種
目
の
競

技
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
気
温
が
低
く
、
吹
雪
に
見

舞
わ
れ
た
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

会
場
は
熱
気
と
笑
い
に
包
ま
れ
、
参
加

者
は
思
い
思
い
に
競
技
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
】

▼
優　

勝　

白
鳥
・
関
口
老
人
ク
ラ
ブ

▼
準
優
勝　

明
和
会
老
人
ク
ラ
ブ

▼
第
３
位　

新
生
老
人
ク
ラ
ブ

　

１
月
14
日
、
旧
営
林
署
土
場
で
今
別
八
幡

宮
（
澤
田
瑞
穂
宮
司
）
の
主
催
で
ど
ん
ど
焼

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
気
も
良
く
、
風
も
穏
や
か
で

開
始
時
間
前
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
し
め

縄
な
ど
の
正
月
飾
り
を
炎
に
投
げ
入
れ
、
手

を
合
わ
せ
て
今
年
の
家
内
安
全
と
無
病
息
災

を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

今
別
荒
馬
保
存
会
は
、
11
月
18
日
に
福
岡
県
久
留
米
市
内

で
開
催
さ
れ
た
、
久
留
米
保
育
問
題
研
究
会
主
催
の
「
郷
土

芸
能
学
習
会
」
に
荒
馬
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
久
留
米
市
内
で
荒
馬
を
取
り
入
れ
て
い
る

保
育
園
の
保
育
士
や
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
荒
馬
の
各
パ
ー

ト
（
馬
、
手
綱
、
太
鼓
、
笛
、
跳
人
）に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
パ
ー
ト
を
練
習
し
ま
し
た
。

　

今
別
荒
馬
保
存
会
は
こ
れ
ま
で
に
も
東
京
で
荒
馬
の
講
習

会
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
へ
「
今
別
の
荒
馬
」
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

12
月
28
日
、
竜
飛
今
別
漁
協
本
所
前
で
は
朝
7
時

の
花
火
と
同
時
に
朝
市
が
開
催
さ
れ
、
ア
ワ
ビ
や
鮭

な
ど
の
魚
介
類
や
生
花
、
い
の
し
し
肉
や
野
菜
な
ど

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ぼ
た
ん
鍋
が
振
舞
わ
れ
、
買
い

物
客
は
冷
え
た
体
を
温
め
な
が
ら
正
月
用
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
12
日
、
歳
末
謝
恩
大
売
出

し
加
盟
店
会
（
小
鹿
孝
悦
会
長
）

主
催
で
、
大
抽
選
会
が
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
の
開
始
か
ら
会
場
に

は
大
行
列
が
で
き
、
当
た
り
が
出

る
た
び
に
鐘
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

10
枚
引
い
て
も
は
ず
れ
賞
ば
か
り

の
人
も
い
れ
ば
、
１
枚
だ
け
で
１

等
を
当
て
る
強
運
の
持
ち
主
も
現

れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ど
っ
ぷ
引
き

も
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
盛
況
で

し
た
。
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どんど焼き ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

年
末
朝
市
大
売
出
し

左から畑井氏、上山氏、中島氏、長島氏

今
別
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
新
組
織
決
ま
る

教
育
と
伝
統
文
化
の
融
合

福
岡
県
久
留
米
市
へ
荒
馬
講
習

年
末
朝
市
大
売
出
し

うまく当たりは引けたかな？ 祈りを込めてくじを引きます

子供たちに荒馬を指導する保存会の
メンバー（写真右）　　　　　　　

本場今別の荒馬を習うため、多くの
方が参加しました。　　　　　　　

ぼたん鍋は温まりますね

販売開始から飛ぶように商品が
売れていきます　　　　　　　

中学生もがんばり　
ました　　　　　　

チームワークが大事なボール送りリレー

見事１位でゴールテープを切りました ナイスショット！

大
・
抽
・
選
・
会
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◎一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと…など
相　談　種　別 相　　談　　日 相　談　時　間 相　談　員

生 活 一 般 相 談
（毎月隔週の水曜日）

２月13日（水）
２月27日（水）

10：00～11：30 生活一般相談員

電　 話　 相　 談 毎週月曜日～金曜日 10：00～17：00 社　協　職　員

※土・日及び祝日は対応できませんのでご注意ください。

◎専門相談　専門相談員による相談
相談種別 相談内容 相 談 日 相談時間 相 談 員

法律相談
借金、離婚、財産相続、
土地登記に関する相談

２月12日
（火）

13：30～15：30 司　法　書　士

※�相談を予定している方は事前に予約をお願いします。当日の来所は電話で
お知らせ願います。また、今年度の法律相談は２月で終了となります。

《問合せ先》　社会福祉協議会　TEL 35-2770

主　催：今別町連合婦人会　　
日　時：平成25年２月９日（土）
　　　　午前９時30分から
場　所：今別町開発センター

　赤十字の様々な活動は皆さまから寄せられる社資（社費・寄
付金）によって支えられています。
　未曾有の大災害「東日本大震災」の発生からもうすぐ２年が
経過しますが、甚大な被害を被った地域では、復興が進む一方
で、いまだ仮設住宅での不便な生活を余儀なくされている被災
者も数多く、また、漁業などの主要産業への影響も深刻である
ため、物心両面の長期・継続的な支援活動が求められています。
　ご支援いただいた社資は、こうした東日本大震災被災者の長
期的な支援はもとより、新たなる災害発生に備えた防災体制の
強化や高齢者社会に伴う地域ボランティア活動の充実など様々
な活動に役立っています。
　日赤青森県支部では、２月１日から県下一斉に『赤十字を支
えるあなたのちから』をスローガンに「赤十字社員増強・社資
増収運動」を実施しています。日本赤十字社が果たすべき役割
と増強運動の趣旨をご理解いただき、赤十字活動の普及・推進
のため、各町内の役員の方々の訪問の際は、町民の皆さまのご
協力をよろしくお願いいたします。
《問合せ先》○日本赤十字社青森県支部　組織振興課
　　　　　　　〒030－0861　青森市長島１丁目３番１号
　　　　　　　TEL 017－722－2011
　　　　　　○日本赤十字社青森県支部　今別町分区
　　　　　　　担当課　町民福祉課　福祉担当　TEL 35－3004

　今別町では、平成25年度保育園入所児童を募集しています。
　入所希望される保護者の方は、平成25年２月７日（木）～２月28日（木）までに役場町民福祉課福祉担当までお申し込みください。申込書は
役場町民福祉課福祉担当窓口及び今別保育園にございます。

☆必要な書類等☆
　１．保育所入所申込書
　２．給与所得者の方は源泉徴収票の写し（平成24年分）、確定申告をした方は申告書の写し
　３．確定申告書の写し（平成24年分・後日確定後に提出していただきます）
　４．就労証明書
　５．�状況確認報告書（自営業の方等は民生委員からの状況確認報告書が必要です。各地区の民生委員

から証明をいただいてください。）
　６．診察券の写し（介護・通院の方）
　※（１～５までの書類は役場、保育園にございます）

☆入所基準☆
　※両親（両親と別居している場合は児童の保育を実際見ている者）が⑴～⑹のいずれかに該当しなければ入所できません。
　⑴　家庭外労働 …………… 児童の親が家庭の外で仕事をすることが普通なので、その児童の保育ができない場合。
　⑵　家庭内労働 …………… 児童の親が家庭で児童とはなれて日常の家事以外の仕事をすることが普通なので、その保育ができない場合。
　⑶　親のいない家庭 ……… 死亡、行方不明、拘禁などの理由により親がいない場合。
　⑷　母親の出産等 ………… 親が出産の前後及び病気、負傷、心身に障害があるため、その児童の保育ができない場合。
　⑸　病人の看護等 ………… その児童の家庭に長期にわたる病人、心身に障害がある人がいるため、親がいつもその看護にあたり、その児童

の保育ができない場合。
　⑹　家屋の災害 …………… 震災、風水害、火災などの災害により、家屋を破損または失い、その復旧の間、児童の保育ができない場合。

　　《申し込み・問合せ先》町民福祉課　福祉担当　TEL 35－3004

１．投票日
　　平成25年３月３日（日）　午前７時～午後６時
　　・第１投票所　今別町中央公民館
　　・第２投票所　大川平文化会館
　　・第３投票所　大泊文化会館
　　・第４投票所　今別町多目的集会所

２．開票日
　　平成25年３月３日（日）
　　午後７時　今別町役場会議室

３．期日前投票および不在者投票
　　期　日　平成25年２月27日（水）～３月２日（土）
　　時　間　午前８時30分～午後８時
　　場　所　今別町役場会議室

《問合せ先》今別町選挙管理委員会　TEL��35－2001

《問合せ先》今別町教育委員会　TEL�35－2157

「ご来場おまちしてます」

（ 3）

今別町ふれあい福祉センター
２月の相談日のご案内

２月は赤十字社員増強運動月間です

���� 平成25年度保育園入所児童募集 ����

第23回婦人芸能祭開催のお知らせ

とん汁の
無料サービス
もあるよ！

今別町農業委員会委員選挙のお知らせ第23回婦人芸能祭開催のお知らせ
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《日本脳炎予防接種について》
○�日本脳炎の予防接種後に重い病気となった事例があったことを
きっかけに、国の方針として平成17年度から平成21年度まで、
日本脳炎の予防接種の案内を行いませんでした。
○�その後、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接
種を通常通り受けられるようになっています。
○�平成17�～�21年度の間に定期予防接種の機会を逃した方々には、平成23年度
から順次接種のご案内を行っています。（今年度は小学２年生～５年生が対象
です。それ以下の年齢のお子様には次年度以降順次ご案内を行います。）
○�ご案内の対象になっていない場合でも、平成７年６月１日～平成19年４月１
日生まれで、１期（通常は３歳で２回、４歳で１回）・２期（通常は９歳で１
回）の接種が終わっていないお子様は、20歳未満までの間、日本脳炎の定期
予防接種を受けることができます。
○�予防接種を希望する方は、母子健康手帳をご確認の上、下記までお問い合わせ
下さい。

《歯周病検診について》
　町では、今年度も「歯周病検診」を実施します。
　日本人の40歳以上の９割以上の方が、歯周病などの口の中の病気にかかって
いると言われています。
　歯周病は、将来歯が抜ける原因の第１位とされ、自分の歯がないことで食欲が
落ち、体力の低下から寝たきりの原因にもなります。
　普段なかなか歯科医院に足の向かない方も、ぜひこの機会をご利用ください。
○　対　　象　:　40歳以上の今別町民
○　検診時期　:　平成25年２月18日～３月30日
　　　　　　　　　(詳しい日時は、後日申込者へ個別に連絡)
○　検診場所　:　住吉歯科医院
○　料　　金　:　無　料
○　申込方法　:　役場町民福祉課へ電話（35－3004）で申込みください。
○　申込締切　:　平成25年２月14日（木）
　《問合せ先》今別町役場　町民福祉課　保健師　TEL　35－3004

○農作業標準労賃
　☆標準賃借料（10ａあたり）平成25年４月１日から

農地の区分 賃借料の標準額 地域名
田 町内統一 8,000円 全地域
畑 町内統一 2,000円 全地域

○農作業標準労賃
【注】�この農業労賃及び農作業受託料金は、取り決めの際の

目安となるものであり、各地域により事情があると思
われますので、柔軟な対応をお願いします。

１．農業労賃

作　業　名 単　位
標　準　額

備考
25年度 24年度

水　

田　

作　

業

苗 取 １日 5,240円 5,180円 １
日
当
た
り
８
時
間
を
標
準
と
す
る

（
賄
い
抜
き
）

田 植 １日 5,240円 5,180円
除 草 １日 5,240円 5,180円
稲 刈 １日 5,240円 5,180円
脱 穀 １日 5,240円 5,180円
病害虫防除 １日 5,240円 5,180円
その他の作業 １日 5,240円 5,180円

畑 作 業 一 般 １日 5,240円 5,180円
果 樹 作 業 一 般 １日 5,240円 5,180円
牧草刈取（モア） 10ａあたり 3,000円 3,000円
【積算根拠】
　　青森県最低賃金
　　　平成24年10月12日施行　１時間654円
　　　　654円×８時間＝5,232円

　国内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は国民年
金に加入し、国民年金の保険料を納めることになります。

【国民年金（基礎年金）３つのメリット】
　１、老齢基礎年金………老後を支えます
　２、障害基礎年金………�病気やけがで障害の状態になっ

たときに支えます
　３、遺族基礎年金………�加入者が亡くなったとき、子の

ある妻、子を支えます

【学生納付特例制度と若年者納付猶予制度】
　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納
付特例制度」（学生のみ）、「若年者納付猶予制度」（30歳未
満）などの保険料納付猶予制度があります。

☆「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が
一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制
度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大
学の日本分校に在学する方です。

☆「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一
定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制
度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け
取るために必要な期間に算入されますが、年金額には反映
されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の
納付が可能となったときに「追納制度」をご利用いただけ
れば、将来受け取る年金を増額することができます。

《問合せ先》ねんきんネット　TEL 0570－058－555

☆参考賃借料（10ａあたり）平成25年４月１日から
農地の区分 賃借料の標準額 地域名

牧草畑 町内統一 1,000円 全地域
２．農作業受託料金

作　　業　　名 単　　位
標　準　額

備　　考
25年度 24年度

水　
　
　
　
　
　
　
　

田

耕起（トラクター） 10ａあたり 4,500円 4,500円
田
植
苗 も ち 10ａあたり 27,000円 27,000円
苗 な し 10ａあたり 6,000円 6,000円 　

荒 代 か き 10ａあたり 3,500円 3,500円 　
代 か き 10ａあたり 3,500円 3,500円 　
荒代同時仕上げ 10ａあたり 6,000円 6,000円
牧 草 作 業 一 式 10ａあたり 15,000円 15,000円 　

刈
取
・
脱
穀

バインダー 10ａあたり 7,000円 7,000円 結束ひもを含む
ハーベスタ 10ａあたり 6,000円 6,000円 　

コンバイン
10ａあたり 12,500円 12,500円 補助員がつかない場合

（グレンタンク付き）
10ａあたり 10,000円 10,000円 補助員がつく場合
10ａあたり 2,000円 2,000円 結束の場合（割増）

生 乾 燥 １俵あたり
両者間で決める

補 助 乾 燥 １俵あたり

畑
耕
起

平 坦 地
10ａあたり
（トラクター）

5,000円 5,000円
傾 斜 地 6,000円 6,000円
う ね 上 げ 5,000円 5,000円

（ 4）

20歳になったら国民年金

平成25年度賃借料及び農作業標準労賃表

日本脳炎予防接種と歯周病検診について

今別町農業委員会
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会
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町
選
挙
管
理
委
員
及
び
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員
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選
挙
で

は
、
選
挙
管
理
委
員
は
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票
で
、
補
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員
は
指
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推
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で
選
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が
行
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、
次
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と
お
り
当
選

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
28
年
12
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12
日
ま
で
。

　

選
挙
管
理
委
員

　
　

上　

山　
　
　

等　

氏（
65
歳
・
大
川
平
）

　
　

畑　

井　

敏　

彦　

氏（
65
歳
・
西
田
）

　
　

長　

島　

三
千
次　

氏（
65
歳
・
奥
平
部
）

　
　

中　

島　

陸
奥
男　

氏（
70
歳
・
山
崎
）

　

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

間　

山　
　
　

滋　

氏（
69
歳
・
大
川
平
）

　
　

山　
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一　

藏　

氏（
65
歳
・
奥
平
部
）

　
　

太　

田　
　
　

亨　

氏（
68
歳
・
山
崎
）
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予
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も
の
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が
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町
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土
地
改
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事
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て

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
、
清
川
上
流
地
区
基

盤
整
備
事
業
を
町
営
で
施
行
す
る
た
め
提
案
す

る
も
の
で
あ
る
。

�10　月�
　４日～５日　議長・副議長研修会
　14日　秋まつりへ参加
　18日　例月出納検査
　26日　正副議長・事務局長研修会
　29日～31日　両常任委員会視察研修
�11　月�
　６日　県知事を囲む懇談会
　８日　東郡監査委員協議会実務研修会
　11日～14日　議長県外研修・議長全国大会
　20日　例月出納検査
　28日　議員全員協議会
�12　月�
　３日　�消防本部と懇談
　　　　（町と議員全員・青森市）
　４日　�議会運営委員会・産業建設常

任委員会現地視察
　７日～13日　第406回定例会
　20日　例月出納検査
　21日　議会事務局職員研修会
　25日　�選挙管理委員・補充員の当選証書交付式
　26日　東郡議長会議長会議
　28日　北海道新幹線開業促進特別委員会

議会の動き

中
　
島
　
邦
　
彦
　
議
員

○�

北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
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仮

称
）
駅
開
業
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シ
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ン
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会
の
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容
と
、
今
後
の
活
動
に
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い
て
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質
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て

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
ま
で
あ
と
３
年
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
町
で
は
、
去
る

10
月
に
「
北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
（
仮
称
）
駅

開
業
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
設
置

内
容
と
今
後
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

�

企
画
課
長�

　

（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
の
２
０
１
５
年
度
開
業

は
、
当
町
に
と
っ
て
、
地
域
を
よ
り
よ
い
方
向

へ
導
く
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き

指
針
を
策
定
す
る
た
め
、
委
員
会
を
設
置
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
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町
や
商
工
会
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観
光
協
会
な
ど
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各
団
体
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ら
委
員
11
名
が
県
の
指
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言
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受
け
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が
ら
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基
本
的
な
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性
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
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し
た
今
後
の
道
標「
北
海
道
新
幹
線
奥
津
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称
）
駅
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策
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ク
シ
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ン
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ん
な
の
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動
計
画
」
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今
月
10
日
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長
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申
し
て
お
り
、
１
月
25
日
に
は
、「
ア
ク
シ
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ン
プ
ラ
ン
公
表
町
民
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進
大
会
」
を
開
催
し
、

今
別
町
民
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一
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っ
て
開
業
に
向
け
て
行

動
し
て
い
く
決
意
表
明
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

○�

国
道
２
８
０
号
線
（
与
茂
内
）

消
波
工
設
置
に
つ
い
て

質
問　

⑴
消
波
工
（
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
設
置
）

　

国
道
２
８
０
号
与
茂
内
橋
付
近
は
北
西
の
風

が
強
く
、
北
西
の
風
と
高
波
に
よ
り
、
与
茂
内

川
に
玉
石
混
じ
り
の
砂
利
が
、
与
茂
内
川
上
流

に
あ
る
数
軒
の
民
家
付
近
ま
で
流
入
し
、
そ
の

た
め
川
の
水
位
が
上
が
り
、
非
常
に
不
安
で
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
住
民
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、
そ
の
対
策
と
し
て
与
茂
内
川
沖

合
い
北
西
側
に
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
設
置
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

�

産
業
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ご
質
問
の
箇
所
に
つ
い
て
、
現
在
ど
う
い
う

状
況
で
あ
る
か
の
詳
し
い
調
査
し
て
今
後
、
要

望
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

�

　
　
　
（
採
択
）

○
年
金
２
・
５
％
削
減
中
止
を
求
め
る
意
見
書

�

（
採
択
）

（ 5）

常任委員現地視察
（二股地区の雪捨て場）

常任委員現地視察
（村元地区八甲荘裏の排水）

議

会

だ

よ

り

№174

発行／東津軽郡今別町議会
編集／議会広報委員会

人
　
事
　
関
　
係

そ
　
　
の
　
　
他

補正予算の概要
� （単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

一般会計 2,166 2,719,468 公有財産購入費� 2,800
コミュニティ交付金� △ 2,000
新幹線看板委託料� △ 4,000
保育運営負担金� 7,298

国保（事業勘定） 41,775 626,936 負担金補助及び交付金

国保（診療施設勘定） △1,361 272,866 診療所改修工事� △ 1,424

介護（保険事業勘定） 16,121 453,731 保険給付費� 17,573
予備費� △ 6,468

介護（サービス事業勘定） 111 23,135 職員手当及び共済費の調整

簡易水道事業 182 151,423 職員手当及び共済費の調整

今
別
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
を
選
出

　

第
４
０
６
回
定
例
会
が
平
成
24
年
12
月
７
日
招
集
さ
れ
、
14
日
ま
で
の
８
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
案
６
件
、
専
決
報
告
１
件
、
そ

の
他
３
件
あ
わ
せ
て
10
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
、
任
期
満

了
に
よ
る
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
を
選
出
し
て
、
会
期
を
１
日
繰
り
上
げ
て

13
日
閉
会
し
た
。

予
　
算
　
関
　
係

専
　
決
　
報
　
告

陳 

情 

・ 

意 

見



理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
　
士
　
直
　
治
　
議
員

○�

北
海
道
新
幹
線
奥
津
軽
（
仮

称
）
駅
に
つ
い
て

質
問　

⑴
地
場
産
品
開
発
補
助
金
は
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。

　

地
場
産
品
開
発
補
助
金
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
前
回
の
答
弁
で
２
団
体
か
ら
試
験
研
究
費

と
し
て
相
談
を
受
け
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、
個
人
や
団
体
に

対
す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

行
わ
れ
ま
し
た
か
。
今
年
の
３
月
に
予
算
が
可

決
さ
れ
て
か
ら
９
カ
月
た
ち
ま
す
が
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

�
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地
場
産
品
の
開
発
に
必
要
な
補
助
金
と
し
て

は
、
多
く
の
個
人
や
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
相
談

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
、

４
団
体
に
対
し
て
交
付
決
定
が
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
の
た
め
の
規
約
が
決
定
さ
れ
た

後
、
補
助
金
の
審
査
を
す
る
中
で
規
約
に
規
定

さ
れ
た
以
外
の
疑
義
事
項
が
発
生
し
、
交
付
決

定
が
遅
れ
た
団
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

こ
の
よ
う
な
事
務
作
業
の
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
効
率
的
な
運
用
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

補
助
金
の
活
用
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

て
い
る
他
、
各
種
加
工
団
体
に
対
す
る
説
明
会

等
も
開
催
し
、
補
助
金
の
活
用
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑵
２
次
交
通
の
確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

　

２
次
交
通
の
整
備
も
前
回
の
答
弁
で
あ
っ
た
、

周
遊
コ
ー
ス
の
策
定
、
観
光
ル
ー
ト
の
選
定
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
備
え
た
交
通
体
系
の
整
備

の
検
討
は
終
わ
っ
た
の
で
す
か
。
前
回
、
大
手

レ
ン
タ
カ
ー
の
誘
致
は
難
し
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
わ
が
町
は
交
通
手
段
と
し
て
、
車
が

な
け
れ
ば
観
光
、
仕
事
で
駅
を
利
用
さ
れ
た
人

も
、
大
変
不
便
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
に
ど
う
い
っ
た
計
画
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

説
明
願
い
ま
す
。
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今
年
度
は
、
地
元
周
遊
コ
ー
ス
の
選
定
や
観

光
コ
ー
ス
の
選
定
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
交
通
体
系
の
整
備
に
向
け
、
実
地
調
査
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
現

在
策
定
中
の
奥
津
軽
（
仮
称
）
駅
開
業
に
向
け

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
そ
の
内
容
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
新
幹
線
駅
舎
乗
降
客
に

と
っ
て
２
次
交
通
の
確
立
は
必
須
条
件
で
あ
り
、

特
に
当
町
で
は
、
巡
回
バ
ス
の
充
実
も
含
め
、

タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
の
誘
致
は
不
可
欠
な

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
当
駅
の

場
合
、
近
隣
の
駅
舎
の
よ
う
に
多
く
の
乗
降
客

を
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
採
算
性
に
疑
問
を
持

つ
事
業
者
が
多
く
、
誘
致
は
困
難
と
な
り
ま
す

が
乗
降
客
の
増
加
対
策
も
含
め
更
な
る
事
業
展

開
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
議
員

か
ら
も
ご
意
見
等
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

質
問　

⑴
被
害
へ
の
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　

今
年
も
昨
年
以
上
の
サ
ル
被
害
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
被
害
地
域
は
拡
大
し
、
昨
年
ま
で

影
響
の
無
か
っ
た
地
域
も
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る
サ
ル
被

害
を
根
本
的
な
対
処
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
説

明
願
い
ま
す
。

�

産
業
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設
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９
月
議
会
で
入
江
議
員
に
答
弁
し
て
お
り
ま

す
が
、
過
疎
化
や
高
齢
者
と
と
も
に
放
棄
地
が

増
え
山
と
の
境
界
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
緩
衝
帯
の
設
置
と
各
地
区
の
農
地
の
集
約
を

実
施
す
る
こ
と
で
効
果
が
得
ら
れ
る
と
お
答
え

し
て
お
り
ま
す
。

　

集
約
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

と
し
て

１�

．
管
理
体
制
が
適
正
に
で
き
る
こ
と
。

２�

．
町
補
助
の
侵
入
防
護
柵
等
の
設
置
も
可
能

に
な
る
。

３�

．
少
な
い
費
用
で
効
果
が
期
待
で
き
る
。

な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
家
消
費
農
家

と
生
産
販
売
農
家
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
各
地
区
と
集
約
化
に
向
け
た
検
討
会
を
重

ね
、
こ
れ
か
ら
の
実
施
方
向
を
考
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑵
補
助
金
制
度
の
活
用
は
さ
れ
て
い
る

か
。

　

補
助
金
制
度
で
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
を
策
定
し
１
０
０
億
を

超
え
る
予
算
を
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
交
付
金
に

つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
と
し
て
鳥
獣
の
捕

獲
、
追
い
払
い
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
、
施
設
、
設

備
等
の
ハ
ー
ド
面
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
町
は
ソ

フ
ト
面
の
鳥
獣
の
捕
獲
、
追
い
払
い
に
対
す
る

交
付
は
あ
り
ま
す
が
。
設
備
等
ハ
ー
ド
面
の
交

付
は
受
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
侵
入
防
止
策
を

設
置
す
る
た
め
に
交
付
金
を
申
請
し
た
場
合
、

補
助
率
は
１
／
２
以
内
で
す
が
、「
侵
入
防
止

柵
の
自
力
施
工
を
行
う
場
合
に
資
材
費
相
当
分

の
定
額
補
助
が
可
能
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
実
質
全
額
補
助
を
意
味
し
ま
す
。

県
外
で
は
１
６
０
０
万
円
の
補
助
金
が
支
給
さ

れ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
交
付
金
は
個
人
で
は

だ
め
で
、
団
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
わ
が
町

に
も
す
で
に
被
害
対
策
委
員
会
の
よ
う
な
組
織

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
サ
ル
被
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
町
民
に
と
っ
て
大
変
有
利
な
制
度

な
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
説
明

願
い
ま
す
。
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産
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国
の
鳥
獣
被
害
対
策
交
付
金
の
農
業
生
産
に

直
接
係
る
、
侵
入
防
止
柵
等
の
ハ
ー
ド
事
業
は
、

制
限
金
額
は
な
い
も
の
の
、
施
設
に
は
一
体
整

備
す
る
３
戸
以
上
の
受
益
農
家
が
必
要
で
す
。

　

補
助
金
の
交
付
先
が
協
議
会
で
あ
っ
て
も
実

質
の
設
置
が
個
人
で
は
国
の
交
付
金
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
対
効
果
の
分
析
の
実
施
が
不
可

欠
で
、
算
定
方
法
も
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
家
消
費
農
家
を
対
象
と
し
た
交
付
金
制
度
で

は
な
く
、
生
産
販
売
農
家
が
３
戸
以
上
の
農
家

を
対
象
と
し
た
制
度
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
該
当
す
る
生
産
販
売
農
家

が
あ
る
か
調
査
を
進
め
、
制
度
の
活
用
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

入
　
江
　
　
　
獎
　
議
員

○�

新
幹
線
開
設
に
あ
た
り
、
地

場
産
業
・
観
光
に
つ
い
て

質
問　

⑴
新
幹
線
開
設
３
年
目
前
に
控
え
、
観

光
、
特
産
物
等
、
今
別
を
全
国
に
発
信
す
る
目

玉
が
な
い
。
特
に
農
林
業
の
基
盤
の
強
化
と
具

体
的
な
効
果
の
あ
が
る
担
い
手
育
成
が
急
が
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
計
画
と
見
通
し

に
つ
い
て
具
体
的
に
お
聞
き
し
た
い
。
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当
町
の
農
家
は
、
稲
作
を
中
心
に
和
牛
の
飼

育
、
野
菜
で
は
バ
レ
イ
シ
ョ
、
一
球
入
魂
か
ぼ

ち
ゃ
、
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
を
奨
励
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
建
設
に
よ
り
通
年
農

家
の
振
興
と
し
て
「
寒
締
め
ほ
う
れ
ん
草
」
の

栽
培
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
り
取
組
農
家
が
な
か
な
か
増
え
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
県
の
支
援
事
業
と
し
て
担
い
手

を
育
成
す
る
「
今
別
町
地
域
経
営
担
い
手
育
成

５
ヶ
年
計
画
」
が
作
成
さ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
東
京
市
場
で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
、「
一
球
入
魂
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
販
売

強
化
と
商
品
化
を
目
指
し
今
別
町
秋
ま
つ
り
等

で
の
試
食
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
加
工
及
び
販

売
の
先
進
地
研
修
や
認
定
農
業
者
の
新
品
目
・

新
品
種
へ
の
種
苗
導
入
に
よ
る
、
生
産
委
託
を

実
施
し
、生
産
・
販
売
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
ま
で
の
目
標
を
定
め
、
県
補
助

を
活
用
し
た
地
元
産
品
の
生
産
及
び
加
工
品
の

強
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

⑵
今
別
町
は
農
業
・
漁
業
の
資
源
に
恵

ま
れ
、
青
森
市
に
近
い
日
帰
り
観
光
地
の
特
色

を
生
か
し
、
鰺
ヶ
沢
町
や
深
浦
町
な
ど
の
よ
う

な
今
別
町
の
水
産
物
・
農
産
物
の
特
徴
の
押
し

出
し
と
供
給
体
制
の
確
保
を
ど
う
す
る
つ
も
り

か
。
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長�

　

町
の
農
林
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
県

外
旅
行
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
奥
津
軽
エ
リ

ア
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
お
い
て
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
未
利
用
資
源
等
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
県
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら

販
売
方
法
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
未
利
用
資
源
を
魅
力
あ
る
物
産
と
し
て

販
売
す
る
た
め
に
は
、
多
品
目
を
大
量
に
品
揃

え
し
、
顧
客
の
獲
得
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
の
軽
減
方
法
も
考
慮

し
な
が
ら
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
販
売
戦
略
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
参
画
を
い
た
だ

き
な
が
ら
町
内
の
販
売
施
設
や
道
の
駅
の
活
用

も
含
め
て
計
画
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
１
～

２
年
の
う
ち
に
、
あ
る
程
度
の
め
ど
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○�

猿
被
害
対
策
の
来
年
度
か
ら

提
案
に
つ
い
て

質
問　

⑴
今
年
は
猿
被
害
が
過
去
最
大
と
な
っ

た
。
町
で
委
託
し
て
い
る
猟
友
会
の
も
限
界
に

来
て
い
る
。
財
政
難
で
済
ま
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
の
で
、
来
年
度
は
猟
友
会
の
専
門
の
嘱

託
職
員
再
を
前
向
き
に
検
討
し
て
欲
し
い
が
町

長
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

�

産
業
建
設
課
長�

　

専
門
の
嘱
託
職
員
の
採
用
で
す
が
、
費
用
対

効
果
を
考
え
た
場
合
、
見
合
う
効
果
を
得
る
こ

と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

福
士
直
治
議
員
に
お
答
え
し
ま
し
た
が
、
各

地
区
の
農
地
の
集
約
化
を
す
る
こ
と
で
様
々
な

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
地
区
と
集
約
化
に
向
け

た
検
討
会
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら
の
実
施
方
向
を

考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

⑵
増
え
続
け
る
猿
被
害
は
、
農
家
の
生

産
意
欲
を
失
わ
せ
、
集
落
の
衰
退
に
拍
車
を
か

け
、
そ
れ
が
猿
被
害
へ
の
対
抗
力
も
弱
め
る
、

と
い
う
悪
循
環
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
根
本

的
に
は
、
農
林
業
が
成
り
立
ち
、
農
山
村
で
元

気
に
暮
ら
せ
る
条
件
整
備
が
不
可
欠
で
す
が
、

当
面
、
該
当
す
る
猿
の
生
態
や
繁
殖
条
件
の
調

査
を
国
の
責
任
で
行
い
、
増
え
す
ぎ
る
鳥
獣
を

適
正
な
密
度
に
減
ら
す
地
域
や
自
治
体
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
鳥
獣
が
里
山
に
下
り
ず
に
生

息
で
き
る
新
林
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
国

の
鳥
獣
被
害
対
策
交
付
金
を
大
幅
に
増
や
し
、

（ 6）
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町
民
の
皆
様
に
は
、
雪
片
づ
け
に
追
わ
れ
る

日
々
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
、奥
津
軽
（
仮
称
）

駅
を
活
用
す
る
た
め
の
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も

策
定
さ
れ
、
来
る
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
か
っ

て
全
町
一
丸
と
な
り
、
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
待
ち
遠
し

い
春
を
思
い
な
が
ら
、
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

�

議
会
広
報
委
員　

福　

士　

直　

治

防
護
柵
・
わ
な
の
設
置
、
捕
獲
物
の
利
用
な
ど

農
家
や
町
村
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
県
、
国

に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

�

産
業
建
設
課
長�

　

国
の
鳥
獣
被
害
対
策
交
付
金
の
ソ
フ
ト
事
業

と
ハ
ー
ド
事
業
が
あ
り
、
当
町
で
は
ソ
フ
ト
事

業
を
こ
れ
ま
で
２
ヶ
年
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
中
で
生
息
調
査
を
し
、
駆
除
、
捕
獲
等
を
行

い
適
正
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
間
接
的
な
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は

取
り
組
め
る
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
福
士
直

治
議
員
に
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、
該
当
す
る

生
産
販
売
農
家
が
あ
る
か
調
査
を
進
め
、
制
度

の
活
用
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

○�

診
療
所
の
投
書
箱
の
設
置
と

院
所
利
用
委
員
会
に
つ
い
て

質
問　

⑴
前
回
の
議
会
で
診
療
所
の
医
師
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
未
だ
に
町
民
か
ら
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
の
提
案
で
す

が
、
医
師
や
看
護
師
、
病
院
に
対
す
る
不
満
や

要
望
を
聞
く
た
め
に
、
無
記
名
で
投
書
で
き
る

投
書
箱
を
要
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。
患
者

さ
ん
が
診
療
所
の
医
師
、
看
護
師
、
事
務
員
、

患
者
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
投
書
箱
を
用
意
し
、
そ
の
投
書
内
容
を
見

て
、
検
討
し
、
今
後
の
改
善
で
き
る
、
専
門
の

院
所
利
用
委
員
会
の
設
置
を
強
く
要
望
し
ま
す

が
、
町
長
の
答
弁
を
お
願
い
す
る
。

�

町
民
福
祉
課
長�

　

今
別
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
開
設
者
は
町
長

で
あ
り
ま
す
が
診
療
所
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
医
師
で
あ
り
ま
す
の
で
、
入
江
議
員
の
提

案
し
た
投
票
箱
の
設
置
、
専
門
の
院
所
利
用
委

員
会
の
設
置
の
要
望
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
診
療

所
の
管
理
運
営
者
で
あ
り
診
療
所
所
長
で
も
あ

る
医
師
に
伝
え
て
お
き
ま
す
。

○�

広
域
消
防
事
務
組
合
に
関
す

る
内
容
に
つ
い
て

質
問　

⑴
９
月
の
広
域
消
防
議
会
で
の
私
の
質

問
で
、
鹿
内
市
長
は
、
今
別
分
署
の
予
算
の
各

町
の
負
担
割
合
は
、
消
防
条
例
で
、
人
口
割
合

が
６
対
４
で
き
ま
っ
て
い
る
が
、
今
別
町
長
と

外
ヶ
浜
町
長
と
の
話
し
合
い
で
見
直
し
を
す
る

必
要
が
あ
れ
ば
、
条
例
を
変
え
て
、
両
町
が
納

得
い
く
ま
で
話
し
合
っ
て
決
め
て
ほ
し
い
と
述

べ
た
。
今
別
分
署
の
職
員
配
置
で
は
、
青
森
市

を
例
に
、
市
内
の
各
分
署
は
、
２
隊
22
名
で
構

成
し
、
何
か
あ
れ
ば
分
署
同
士
で
補
っ
て
い

る
。
外
ヶ
浜
分
署
は
青
森
市
か
ら
離
れ
て
い
る

の
で
、
青
森
市
の
分
署
が
す
ぐ
対
応
で
き
な
い

の
で
、
２
隊
24
名
の
職
員
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

今
別
分
署
の
財
政
状
況
を
考
え
て
、
２
隊
21
名

の
職
員
配
置
で
提
案
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
私

は
、
今
別
分
署
は
青
森
市
か
ら
、
外
ヶ
浜
分
署

よ
り
も
さ
ら
に
遠
い
の
で
、
最
低
２
隊
24
名
職

員
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
と
強
く
要
望
し
た
。

今
後
、
小
鹿
町
長
は
、
こ
の
分
署
問
題
を
１
日

も
早
く
外
ヶ
浜
町
長
と
話
し
合
い
で
解
決
す
る

意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
お
聞
き
し
た
い
。

�

町　

長�

　

こ
れ
ま
で
、
負
担
金
の
こ
と
な
ど
で
、
22
人

が
適
正
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
体
制
を

要
求
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
に
は
、
管
理
者
で

あ
る
青
森
市
長
が
今
別
12
人
、
外
ヶ
浜
９
人
の

21
人
体
制
を
提
案
し
た
も
の
の
、
こ
の
提
案
が

取
り
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
提
案
の
と
お

り
21
人
体
制
と
な
れ
ば
、
機
会
を
見
て
１
人
増

の
22
人
体
制
へ
の
移
行
で
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

交
渉
を
行
っ
た
も
の
の
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

今
別
町
は
負
担
割
合
の
６
対
４
と
同
じ
く
、

職
員
割
合
も
６
対
４
が
適
正
で
あ
る
と
の
考
え

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
議
員
の
皆

さ
ん
に
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
外
ヶ
浜
町
長
は
こ
れ
ま
で
、
管
理
者

で
あ
る
市
長
か
ら
の
呼
び
出
し
に
応
じ
な
か
っ

た
経
緯
も
あ
り
、
私
が
呼
び
か
け
て
も
応
ず
る

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
何
時
で
も
話
し
合
い
の
席
に
着
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
７
日
の
全
員
協
議
会
で
話
し

合
っ
た
こ
と
を
も
と
に
交
渉
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

○�

来
年
度
の
緊
急
雇
用
対
策
補

助
事
業
廃
止
に
つ
い
て

質
問　

⑴
こ
の
緊
急
雇
用
補
助
事
業
に
よ
り
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
事
業
の
種
類
を
お
し
え
て

下
さ
い
。

�

町
民
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こ
の
事
業
の
趣
旨
は
、
国
が
緊
急
雇
用
創
出

事
業
臨
時
特
例
交
付
金
を
県
に
交
付
し
、
町
が

離
職
を
余
議
な
く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
、
中

高
年
年
齢
者
等
の
失
業
者
に
対
し
て
、
短
期
の

雇
用
・
就
業
機
会
を
創
出
・
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
24
年
度
は
継
続
事
業
と

し
て
全
体
で
７
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
．
地
場
産
品
消
費
推
進
事
業　

２
．
観

光
・
環
境
整
備
事
業　

３
．
特
別
支
援
教
育
支

援
員
配
置
事
業　

４
．
町
民
ふ
れ
あ
い
文
庫
管

理
運
営
事
業　

５
．
町
内
ク
リ
ー
ン
化
推
進
事

業　

６
．
町
道
及
び
歩
道
等
通
行
路
線
確
保
事

業　

７
．
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
事
業
で
あ

り
ま
す
。

質
問　

⑵
廃
止
さ
れ
よ
う
と
す
る
事
業
の
中
で
、

町
で
単
独
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
事
業
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

総
務
課
長�

　

今
年
度
、
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
福
祉
課
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
事
業
の
中
で
、「
特
別
支
援
・
教
育
支
援
・

配
置
事
業
」「
ふ
れ
あ
い
文
庫
・
管
理
運
営
事
業
」

な
ど
に
つ
い
て
は
、
補
助
が
な
く
な
っ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
止
め
る
事
は
出
来
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

以
外
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
雇
用
対
策
の
必

要
性
か
ら
出
来
う
る
限
り
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
原
燃
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し

て
い
た
、
漁
業
振
興
の
補
助
金
の
確
保
。
本
格

化
す
る
北
海
道
新
幹
線
関
連
事
業
の
資
金
の
確

保
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
新
年
度
予
算
の
編
成
中
で
あ
り
、

個
別
の
事
業
の
み
で
の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
の
事
業
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

さ
せ
る
べ
き
か
。
財
政
全
体
を
見
極
め
、
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
29
日
～
31
日
、
新
潟
県
の
佐

渡
島
及
び
旧
山
古
志
村
を
視
察
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
８
年
前
に
起

き
た
新
潟
県
中
越
地
震
は
、
道
路
農
林
業
に
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

国
道
・
県
道
が
寸
断
25
箇
所
、
土
砂
１
３
５
箇

所
、
市
道
の
破
損
率
30
～
１
０
０
％
、
農
業
施

設
が
道
路
１
，
０
２
９
箇
所
、
水
路
４
６
０
箇

所
、
た
め
池
１
９
４
箇
所
、
農
地
が
流
出
・
埋

没
が
５
２
５
箇
所
（
１
２
４
ha
）、
林
業
が
林

地
28
箇
所
、
林
道
16
箇
所
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

中
で
も
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
の

が
、
３
階
建
て
の
家
が
２
階
ま
で
土
砂
に
埋

ま
っ
た
情
景
で
す
。
低
い
と
こ
ろ
に
建
て
た
家

は
、
ほ
と
ん
ど
が
高
い
と
こ
ろ
へ
移
動
し
た
そ

う
で
す
。
津
波
が
来
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
高
台
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。
そ
の
他
と
し
て

牛
に
角
突
き
、
１
匹
１
，
２
０
０
万
円
も
す
る

と
い
う
錦
鯉
、
現
地
を
見
て
た
だ
唖
然
と
す
る

ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
変
有
意
義
な
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。
以
上

で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　
　

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

�

　

明
田
平
苗
）

○�

非
課
税
世
帯
の
福
祉
灯
油
の

無
償
提
供
に
つ
い
て

質
問　

⑴
佐
藤
豪
さ
ん
が
議
員
を
や
っ
て
い
る

と
き
に
、
東
郡
で
一
番
に
こ
の
福
祉
灯
油
の
無

償
提
供
を
２
、
３
年
続
け
て
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
灯
油
の
量
と
し
て
18
リ
ッ
ト
ル
ポ
リ
缶

で
、
５
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
灯
油

は
当
時
の
値
段
と
そ
う
大
き
く
ち
が
っ
て
い
な

い
。
年
金
が
減
ら
さ
れ
、
物
価
が
上
が
っ
て
い

る
状
態
で
す
の
で
、
今
年
も
寒
い
冬
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
の
志
と
し
て
、
非
課
税

世
帯
の
世
帯
に
対
し
て
、
福
祉
灯
油
の
実
施
を

要
求
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
答
弁
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

町
民
福
祉
課
長�

　

灯
油
価
格
は
年
々
上
昇
し
、
そ
の
中
で
も
平

成
19
年
度
か
ら
20
年
度
に
お
い
て
は
、
１
ℓ
あ

た
り
70
円
台
か
ら
１
２
０
円
台
と
急
激
な
値
上

が
り
を
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
現
象
を
乗
り
切
る
た
め
の
支

援
対
策
と
し
て
暖
房
費
の
一
部
を
助
成
す
る

「
今
別
町
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
議
会
に
提
案
し
、
了
承
を
得
て

実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
佐
藤
議
員
か
ら
の
提

案
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
入
江
議
員
に
は
勘
違

い
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
灯
油
の
価
格
も
80
円
台
と
安
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
暖
房
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
あ
っ
て
は
、
経
費
の
節
約
に
努

め
て
い
た
だ
き
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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常任委員視察（旧山古志村）

両
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告



お
詫
び
と
訂
正

　
12
月
号
２
頁
に
公
認
水
道
業
者
を
５
社
掲

載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、
相
内
管
工
設

備
、
上
磯
衛
生
社
、
田
中
水
道
、
み
ち
の
く

設
備
の
４
社
と
な
り
ま
す
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

《あおもり家庭教育10か条》　－子どもには愛を伝え、手本を示し、ほめて、叱って、見守って－

いろいろな体験をさせよう
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�
�
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ぼ
く
が
、
卒
業
式
ま
で
に
が
ん
ば
り

た
い
こ
と
は
勉
強
で
す
。
す
べ
て
の
教

科
に
お
い
て
難
し
く
な
っ
て
い
く
の

で
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
特
に
社
会

の
都
道
府
県
と
そ
の
県
庁
所
在
地
が
苦

手
な
の
で
、
自
主
的
に
勉
強
を
し
て

し
っ
か
り
と
復
習
し
た
い
で
す
。
卒
業

式
で
は
、
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
と
き

に
大
き
な
声
で
返
事
を
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
あ
っ
た
事
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、「
中
学
校
に
行
く
ぞ
」
と

大
き
な
心
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
と
受

け
取
り
た
い
で
す
。

①
五
十
嵐
龍り

ゅ
う
と斗

②
砂
ヶ
森
　

③
プ
ロ
野
球
選

手

　このコーナーでは、「北海道新幹線フォーラムin今別」の会場に展示され
た、今別小学校４・５・６年生の絵画を紹介します。

新幹線あーとぎゃらりぃ

６年　伊藤　綾
あや

香
か

　さん

６年　藤田　未
み

来
らい

　さん

６年　相内　　南
みなみ

　さん

６年　五十嵐　龍
りゅうと

斗　くん

６年　三浦　瑞
みず

希
き

　さん

６年　水嶋　陽
ひ

翔
だか

　くん

　
ま
だ
ま
だ
寒
さ
厳
し
い
今
日
こ
の
頃
、
町

民
の
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
去
年
の
大
雪
に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た

が
、
今
年
も
な
か
な
か
の
積
も
り
っ
ぷ
り
で

す
ね
。
雪
か
き
に
精
を
出
し
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、何
よ
り
体
が
大
事
で
す
。

汗
を
か
い
た
ら
着
替
え
を
し
て
、
風
邪
を
引

か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
手
洗
い
う
が
い
を
心
が
け
、
万
全
な
状

態
で
雪
と
戦
い
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
担
当
　
奥
崎
　
匠
）

編

集

後

記

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

（12月１日から31日までの届出分）

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民
福祉課へ申し出下さい。また、東奥日報・東
奥ウェブについても同様に申し出て下さい。

お誕生おめでとうございます

　田　中　莉
り

　織
お

（健介）大川平

お悔やみ申し上げます

　吉　田　政　俊（88）大　泊
　小　倉　かちゑ（85）砂ヶ森
　泉　谷　由　吉（92）大川平

今別の姿
（平成24年1２月31日現在）

　面　積　 125.28㎢

　人　口　　３,212人（－ 4）

　　男　　　1,501人（± 0）

　　女　　　1,７11人（－ 4）

　世帯数　　1,544　（－ 1）
　　　　　　　（　）内は前月比

　嶋
しま

　中
なか

　来
らい

　夢
む

　若
わか

　佐
さ

　時
とき

　士
と

　上
かみ

　山
やま

　郁
いく

　翔
と

　畠
はたけ

　山
やま

　亜
あ

琉
る

斗
と

　嶋
しま

　中
なか

　姫
ひめ

　乃
の

　藤
ふじ

　田
た

　朋
とも

　哉
や

　伊
い

　藤
とう

　佑
ゆう

　大
だい

　３月７日正午から、非常事態であることをお知らせし、皆
さんにすぐに避難していただけるよう改善した津波警報等の
発表を開始します。詳しくは、以下にお問い合わせいただく
か、気象庁ホームページをご覧ください。
《問合せ先》
　青森地方気象台　防災業務課　TEL 017－741－7413
　気象庁ホームページ：
　　ホーム＞気象庁について�＞気象庁のご案内�＞
　　刊行物・レポート＞リーフレット「津波警報が変わります」

上
かみ

　山
やま

　果
か

　歩
ほ

嶋
しま

　中
なか

　　葵
あおい

　
小
こ

　鹿
しか

　学
まな

　海
か

岡
おか

　野
の

　樹
じゅ

莉
り

亜
あ

笹
ささ

　谷
や

　明
あき

　笑
え

吹
すい

　田
た

　珀
はく

　晄
あ

赤
あか

　坂
さか

　　宙
そら
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まちの行事予定� （２／１～３／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

２／１（金）
・人権・行政相談《中央公民館》 総　務

・第31回今別町社会福祉大会 社　協

　　９（土） ・婦人芸能祭《開発センター》 教　育

　　14（木） ・救急員救急法講習会 社　協

３／１（金） ・第５回キクの会《開発センター》 社　協

　　２（土） ・青森北高今別校舎卒業式 教　育

　　５（火） ・県立高校前期選抜試験 教　育

　　６（水） ・幼児フッ素歯面塗布 町民福祉

　　９（土） ・今別中学校卒業式 教　育

もうすぐ１年生
平成25年度の今別小学校新入学予定児
童14名を紹介します�平成25年１月28日現在

平成25年３月から
津波警報が変わります


